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   第 ３ 回  熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

令和２年６月18日(木曜日) 

            午前９時57分開議 

            午前11時51分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和２年度熊本県一般会計補

正予算(第４号) 

 議案第４号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

 議案第16号 国営大野川上流土地改良事業

の経費に対する市負担金について 

 議案第17号 工事請負契約の変更について 

報告第１号 令和元年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてのう

ち 

報告第４号 令和元年度熊本県一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告についてのう

ち 

報告第11号 専決処分の報告について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 田 代 国 広 

        副委員長 吉 田 孝 平 

        委  員 前 川   收 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員  田 大 造 

        委  員 大 平 雄 一 

委  員 池 永 幸 生 

委  員 南 部 隼 平 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 竹 内 信 義 

       政策審議監 千 田 真 寿 

      生産経営局長 下 田 安 幸 

      農村振興局長 久保田   修 

        森林局長 古 賀 英 雄 

        水産局長 山 田 雅 章 

       首席審議員 

兼農林水産政策課長 渡 邉 泰 浩 

      団体支援課長 門 﨑 博 幸 

 流通アグリビジネス課長 深 川 元 樹 

      農業技術課長 酒瀬川 美 鈴 

       首席審議員 

兼農産園芸課長 井 上 克 浩 

         政策監 德 永 浩 美 

        畜産課長 上 村 佳 朗 

  農地・担い手支援課長 楮 本 亮 治 

      農村計画課長 渡 辺 昌 明 

      農地整備課長 清 藤 浩 文 

     むらづくり課長 後 藤 雅 彦 

      技術管理課長 田 島   宏 

      森林整備課長 笹 木 征 道 

      林業振興課長 山 下 裕 史 

      森林保全課長 大 岩 禎 一 

      水産振興課長 中 原 康 智 

    漁港漁場整備課長 緒 方   誠 

  農業研究センター所長 山 下 浩 次 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 門 垣 文 輝 

     政務調査課主幹 近 藤 隆 志 

――――――――――――――― 

  午前９時57分開議 

○田代国広委員長 ただいまから第３回農林

水産常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、農林水産部の全課を交え

ての初めての委員会でありますので、初めに
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執行部幹部職員の自己紹介をお願いします。 

 なお、課長以上については、自席からの自

己紹介とし、審議員ほかについては、お手元

にお配りしております役付職員名簿により紹

介に代えさせていただきます。 

 それでは、竹内部長から、役付職員名簿の

順番により、自席から自己紹介をお願いしま

す。 

  （農林水産部長、政策審議監～農業研究

センター所長の順に自己紹介） 

○田代国広委員長 ありがとうございまし

た。 

 今年度は、このメンバーで審議を行います

ので、よろしくお願いいたします。 

 次に、本委員会に付託された議案等を議題

とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について執行部の説明を求め

た後に、一括して質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いいたしま

す。 

 また、本日は、委員会室の人数を50人以内

に抑えるため、マスコミの入室を一部制限し

ております。これに対処するため、本日の委

員会の様子をパソコン等で視聴できるよう庁

内に配信しておりますので、発言内容が聞き

取りやすいように、マイクに少し近づいて、

明瞭に発言いただきますよう、お願いいたし

ます。 

 それでは、竹内農林水産部長から総括説明

を行い、続いて、各担当課長から順次説明を

お願いいたします。 

 初めに、竹内農林水産部長。 

 

○竹内農林水産部長 それでは、今定例会に

提案しております議案の説明に先立ち、農林

水産部における新型コロナウイルス感染症に

対する取組及び熊本地震からの創造的復興の

取組について、それぞれ御報告させていただ

きます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症に対する

取組についてです。 

 先月の全員協議会で御報告させていただい

たとおり、３月時点で影響が見られた花卉、

牛肉、水産物に、スイカ、茶、馬肉、天草大

王が加わり、これら７品目について、１月か

ら４月までの４か月間で、約39.2億円の需要

減少が生じております。 

 県といたしましては、これまで実施してき

た国に先駆け創設した県独自の金融支援制度

のほか、国の持続化給付金や県の事業継続支

援金の周知と活用の促進、マスメディアを活

用した消費喚起のための切れ目のない広報活

動に加え、５月20日には、県産肉、魚生産者

の支援や県産農林水産物等の消費拡大、販路

回復に必要な予算を知事専決処分にて措置さ

せていただきました。 

 なお、この予算を活用して、熊本産のうま

かもんを取り扱う専用アンテナショップを本

日インターネット上に開設し、販売を開始し

ております。 

 さらに、今定例会では、生産体制の継続

的、安定的な整備に向け、輸入農畜産物の国

産への切替えや輸出先国の市場変化に応じた

施設整備、将来の農業生産を支える人材確保

に要する予算を提案いたしております。 

 農林漁業者の皆様への主な支援策につきま

しては、一覧として整理いたしましたので、

この後、農林水産政策課長から説明させてい

ただきます。 

 今後とも、農林漁業者の皆様が希望を持っ

て経営を継続できるよう、市町村や関係団体

と連携を図り、現場の実情を的確に把握しつ

つ、国の経済対策予算も最大限活用し、県経

済の回復を農林水産業が牽引していく意気込

みで全力を尽くしてまいります。 

 次に、熊本地震からの創造的復興に向けた

取組についてです。 

 熊本地震から４年が経過する中、被災農家
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の営農再開は着実に進み、担い手への集積と

セットで農地の大区画化に取り組んできた創

造的復興のシンボル、南阿蘇村乙ヶ瀬地区に

おいても、５月７日に５年ぶりに田植が再開

されました。 

 さらに、令和５年度の完成を目指す大切畑

ダムも、本体の工事が８月頃から本格化する

予定です。 

 コロナ禍を乗り越え、熊本地震からの復興

についても、引き続きしっかりと取り組んで

まいります。 

 それでは、今回提案しております議案等の

概要を御説明いたします。 

 予算関係では、補正予算１件、専決処分の

報告及び承認１件、繰越しに係る報告２件で

す。条例等関係は２件及び報告案件１件でご

ざいます。 

 まず、予算関係では、今年度当初予算をい

わゆる骨格予算として編成したことから、新

規事業等の政策的経費については、当初、６

月補正予算で対応する予定でした。しかし、

新型コロナウイルス感染症への対応を最優先

に、感染症対応下にあっても着実に実施すべ

き農林水産業の生産基盤整備など県民の安

全、安心な生活を確保するための予算とし

て、今回、総額83億円余の増額補正をお願い

しております。 

 また、５月専決処分に関する報告及び承認

のほか、令和元年度一般会計繰越計算書の報

告が２件ございます。 

 次に、条例等関係では、土地改良事業の経

費に対する市負担金１件、工事請負契約の変

更１件、職員による交通事故に係る専決処分

の報告１件でございます。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。 

 詳細につきましては、この後、それぞれ担

当課長から説明させますので、御審議のほ

ど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○田代国広委員長 引き続き、担当課長から

資料に従い、順次説明をお願いします。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 農林水産常任委員会説明資料、予算関係及

び条例等関係について御説明させていただき

ます。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和２年度５月専決・６月補正予算総括表

でございます。 

 ６月補正、(C)の欄の一番下でございます

が、農林水産部全体の６月補正予算は、83億

6,600万円余の増額補正で、６月補正後の総

額は、一番右の欄、計の一番下のとおり520

億900万円余となっております。 

 部長の総括説明にもございましたとおり、

新型コロナウイルス感染症への対応に必要な

予算及び生産基盤整備等の県民の安全、安心

な生活の確保に必要な予算を提案いたしてお

ります。 

 なお、５月20日に、知事専決処分により、

補正予算を編成させていただいております。 

 ５月専決、(B)の欄の一番下ですが、農林

水産部全体の補正予算は、８億3,300万円余

の増額補正でございます。 

 新型コロナウイルス感染症への対応に必要

な予算として、県産肉、魚生産者の支援や県

産農林水産物等の消費拡大、販路回復に必要

な予算を計上させていただいております。 

 ここで、Ａ３の農林水産常任委員会説明資

料の別添、新型コロナウイルス感染症の影響

を受ける農林漁業者への主な支援策一覧を御

覧ください。 

 県では、農林漁業者向けの新型コロナウイ

ルス感染症に対する対策について、３月に

は、国に先んじて緊急支援資金制度を創設す

るなど必要な予算措置を行ってまいりまし

た。 

 農林水産分野は、多岐にわたり、その支援
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策も数多いことから、このたび、国の直接採

択事業も含め、主な支援策を取りまとめまし

たので、ここで私から簡潔に御説明申し上げ

ます。 

 なお、本資料は、一番右の欄に、問合せ先

及び詳しい情報が掲載されているホームペー

ジのＱＲコードを掲載いたしております。 

 先日成立いたしました国の２次補正に関す

る事業等、現時点で詳細な情報が得られてい

ない事業もございますが、本資料は、県のホ

ームページにも掲載し、随時新しい情報に更

新しつつ、農林漁業者の皆様に対する周知及

び活用支援の一助としてまいる予定です。 

 それではまず、資料の１段目です。 

 １段目は、経営の継続を目的とした施策で

ある経営継続補助金です。 

 先日成立した国の２次補正によるものであ

り、省力化機械の導入や感染防止対策に対

し、最大150万円が補助されます。農協等が

経営支援機関として申請手続等を支援するこ

ととなっておりますが、今後、国から具体的

な申請方法等の説明があり次第、ホームペー

ジの情報も更新してまいります。 

 ２段目、３段目は、新型コロナウイルス感

染症の影響で売上げが減少する事業者を対象

とする国の持続化給付金及び県の事業継続支

援金で、どちらも農林漁業者も対象となりま

す。 

 ４段目は、花卉、茶、野菜、果樹等の高収

益作物の次期作に前向きに取り組む生産者に

対し、種苗等の資材購入等を支援する高収益

作物次期作支援交付金で、協議会等を事業実

施主体とする国の直接採択事業です。 

 ５段目、６段目は、資金繰り確保のための

金融支援制度です。 

 県の新型コロナウイルス対策緊急支援資金

は、５年間無利子、保証料の実質負担なしと

なっております。 

 ７段目の県産牛肉等学校給食提供推進事業

及びくまもとの魚学校給食提供推進事業は、

県産農林水産物の販売推進を目的とし、５月

専決処分により創設した県事業で、後ほど担

当課から御説明申し上げます。 

 最下段の公共施設等における花きの活用拡

大支援事業は、花の需要喚起に取り組む民間

団体を事業実施主体とする国の直接採択事業

で、県庁舎における装飾等にも活用いたして

おります。 

 裏の２ページをお願いいたします。 

 ２段目の県産農林水産物等緊急流通対策事

業、３段目のくまもとの魚販路Ｖ字回復事業

は、県産農林水産物の消費拡大のための県事

業で、５月専決処分にて創設したものであ

り、後ほど担当課から御説明申し上げます。 

 ４段目、５段目は、生産現場における人材

確保のための事業で、４段目の多様な人材に

よる援農・就農支援事業は、県事業として、

６月補正として提案させていただいているも

ので、５段目の農業労働力確保緊急支援事業

は、代替人材が援農する際のかかり増し経費

を支援する国の直接採択事業です。 

 ６段目から10段目は、ＡＬＩＣ、農畜産業

振興機構の事業で、肉用牛の計画出荷や肉用

牛生産者の経営体質強化のための事業です。 

 3)の肥育牛経営等緊急支援特別対策事業の

うち肥育生産支援は、肥育牛経営体を、4)の

優良肉用子牛生産推進緊急対策事業は、肉用

子牛生産者を支援対象とし、どちらも経営体

質強化、経営改善の取組に対して奨励金が交

付される事業です。 

 最後に、最下段の馬肉生産緊急支援事業に

つきましては、５月専決処分にて創設いたし

ました県独自の事業で、これにつきまして

も、後ほど担当課から御説明申し上げます。 

 元の常任委員会説明資料、予算関係及び条

例等関係にお戻りください。 

 これから、６月補正及び５月専決処分の詳

細につきまして各課から御説明申し上げます

が、その前に２ページを御覧ください。 

 ２段目の収入保険加入促進事業のように、
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今回新規に創設する事業は、マル新との印を

記載しております。また、併せて、四角囲み

でコロナ対策と記載しております。これは、

新型コロナ感染症に対応するものでございま

す。 

 次に、５ページを御覧ください。 

 ２段目の農業用ハウス強靱化緊急対策事業

には、四角囲みで強靱化と記載しておりま

す。これは、国の防災・減災、国土強靱化の

ための３か年緊急対策としての割当てに対応

するものとして実施するものでございます。 

 続きまして、次の７ページを御覧くださ

い。 

 １段目の２、産地パワーアップ事業には、

四角囲みでＴＰＰ等と記載させていただいて

おります。これは、国の総合的なＴＰＰ等関

連政策大綱に基づいた施策として実施するも

のでございます。 

 農林水産政策課は以上でございます。 

 

○門﨑団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 同じく資料の２ページにお戻りをお願いい

たします。 

 ２段目の農業共済団体指導監督費の収入保

険加入促進事業でございますが、これは、国

の新型コロナ経済対策としまして創設された

高収益作物次期作支援交付金を取組実施者が

申請するに当たっての誓約事項といたしまし

て、収入保険、農業共済等のセーフティーネ

ットに加入している、または加入を検討する

とされていることから、対象者でございます

認定農業者等への加入促進を図るものでござ

います。 

 ４段目、水産業協同組合指導費の熊本県漁

業協同組合連合会補助でございますが、これ

は、県漁連が会員漁協を対象にいたしまして

実施をします各種研修などの教育指導事業に

対して助成を行うものでございます。 

 団体支援課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○深川流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 引き続き、３ページをお願いいたします。 

 上から２段目、１、６次産業化総合支援強

化事業につきましては、全国展開を目指すた

めの商品開発や加工施設整備等に係る６次産

業化交付金を交付するための補正でございま

す。 

 次に、２の輸出先国市場ニーズ対応食品製

造施設等整備支援事業につきましては、新型

コロナウイルス感染拡大に伴う国の経済対策

に基づく事業になりまして、新たな輸出先国

向けに対応するために食品製造業者等が行う

施設整備等に対する助成のための補正となり

ます。 

 その下の段、卸売市場整備活性化事業につ

きましては、卸売市場に対する検査や活力あ

る市場づくりに向けた取組に対する助成を行

うための補正となります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 ４ページをお願いします。 

 上段の農作物対策費の農業気象対策事業費

ですが、これは、阿蘇火山活動に伴う長期的

な降灰による農作物及び農業機械等への影響

調査に要する経費でございます。 

 下段の植物防疫費、病害虫発生予察事業費

は、昨年、国内で初めて発見されました海外

飛来性害虫、ツマジロクサヨトウの蔓延防止

に取り組む生産団体等に対する薬剤散布防除

等への助成でございます。 

 農業技術課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○井上農産園芸課長 農産園芸課でございま
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す。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ２段落目、農業気象対策事業費、説明欄の

農業用ハウス強靱化緊急対策事業は、老朽化

などにより十分な耐候性がない農業用ハウス

の補強として、パイプ補強とか暴風ネット等

の設置に助成するものでございます。 

 ３段落目、米麦等品質改善対策事業費、１

の主要農作物改良協会補助事業は、主要農作

物種子の計画的かつ安定的な供給を図るた

め、熊本県主要農作物改良協会に補助し、種

取りに必要な生産管理指導を行うものです。 

 ２のくまもとの米・麦・大豆魅力発信・競

争力強化事業は、熊本県産の米、麦、大豆の

生産から流通までの対策を行うものです。米

では、売れる米づくりを推進します。麦で

は、生産と実需のミスマッチの解消などを行

います。 

 ４段落目、畑作振興対策費、地域特産物産

地づくり支援対策事業は、たばこの振興を行

う熊本県たばこ耕作振興協議会に対する助成

です。 

 ６ページをお願いいたします。 

 １段落目、い業振興対策費、説明欄のいぐ

さ・畳表生産体制強化支援対策事業は、イグ

サ畳表の生産力の向上及び省力化を推進する

ために必要なカセット式移植機などの機械の

導入に対する助成です。 

 ２段落目、野菜振興対策費、１の熊本県野

菜振興協会補助は、野菜の振興を総合的かつ

計画的に推進する熊本県野菜振興協会に対し

て、新技術の現地検証などへの助成です。 

 ２の熊本県青果物消費拡大協議会補助事業

は、野菜の県産ブランドを確立し、有利販売

を推進する熊本県青果物消費拡大協議会に対

し、販売促進やメディアを使ったＰＲ活動な

どに対する助成です。 

 ３の阿蘇火山防災園芸対策事業は、防災営

農施設整備計画に基づき、降灰被害を最小化

するために必要な園芸作物のビニールの張り

替えなど被覆施設等の整備に対する助成で

す。 

 ３段落目、花き振興対策費、１の花き協会

補助事業は、花卉の振興を行う熊本県花き協

会に対する助成です。消費拡大とか、バラ、

カーネーション、菊などの専門部会活動に対

する支援です。 

 次に、１段落目、生産総合事業費、説明

欄、１の国産農畜産物供給力強靱化対策事業

は、コロナ対策の新規事業で、農産物の安定

供給の強化に向けた集出荷施設や農産物加工

施設などの施設整備などに対する助成です。 

 ２の産地パワーアップ事業は、収益力向上

に一体的かつ計画的に取り組む産地の生産体

制強化に向けた農業機械、生産資材等に対す

る助成です。このたびは、イグサのカセット

移植機に対するものです。 

 ２段落目、水田営農活性化対策費、水田産

地化総合推進事業は、米の計画生産及び水田

の有効活用を推進するために行う飼料用米や

米粉用米などの推進など農業団体が行う活動

に対する助成です。 

 農産園芸課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 説明欄上段の畜産クラスター事業は、地域

ぐるみで畜産の収益力を向上させるため、畜

舎や堆肥舎などの整備に対して助成するもの

でございます。国の経済対策を受けて、必要

額の補正をお願いするものでございます。 

 中段の家畜保健衛生所施設整備事業は、悪

性家畜伝染病の発生予防、蔓延防止の拠点と

なる家畜保健衛生所のバイオセキュリティー

強化に向けた施設整備事業でございます。 

 具体的には、城南家畜保健衛生所に設置し

ます病原体を安全に扱うための検査設備等の

必要額の追加補正をお願いするものでござい

ます。 
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 下段の家畜衛生・防疫対策事業費でござい

ますが、新規事業としまして、畜産防疫体制

強化事業を新たに計上しております。これ

は、地域一体となった防疫体制を構築し、消

毒ゲートなど農場におけるバイオセキュリテ

ィーを向上させるための取組に対する助成で

ございます。 

 畜産課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 農業改良普及費でございますが、説明欄、

１のくまもと農のひとづくり事業は、大特免

許取得に向けた支援といたしまして、農業大

学校で、一般農業者を対象にしました農業機

械の操作等の講習を実施する経費でございま

す。 

 ２の熊本型新規就農総合支援事業は、県内

の――18ございますけれども、認定研修機関

が就農希望者に対しまして実施します就農準

備研修や就農後の栽培技術習得等の支援に対

する助成でございます。 

 ３の多様な人材による援農・就農支援事業

は、国の経済対策に対応しました新規事業で

ございますが、新型コロナによります人手不

足の解消と将来の農業生産を支えます人材育

成のための研修に必要な機械や設備等の導入

に要する経費でございます。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○渡辺農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 10ページをお願いいたします。 

 ２段目の国営土地改良事業直轄負担金でご

ざいます。 

 大野川上流地区について、昭和50年度から

令和元年度までに国が施工した土地改良事業

に要した経費のうち、阿蘇市の負担について

予算計上を行うものでございます。 

 ３段目の農業農村整備調査計画費でござい

ます。 

 農業農村整備事業の採択に向けた調査や事

業計画書の作成に要する経費でございます。 

 最下段の国営土地改良受託事業費でござい

ます。 

 今年度から着手予定の宇城地区の換地業務

について、県で受託して実施するための経費

でございます。 

 農村計画課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○清藤農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 11ページをお願いいたします。 

 ２段目の国庫支出金返納金については、過

年度に実施した農業農村整備事業の事業費確

定等に伴う国庫支出金や市町村負担金の返納

金でございます。 

 ４段目の県営中山間地域総合整備事業費に

ついては、中山間地域において圃場整備など

の生産基盤整備と集落道路などの生活環境整

備の総合的な整備に要する経費でございま

す。 

 ６段目の農業生産基盤整備事業費について

は、生産性の向上や農地集積の促進を図るた

めの圃場整備や用排水路の整備に要する経費

でございます。 

 12ページをお願いいたします。 

 ２段目の防災ダム管理費は、説明欄にある

とおり、新規事業の農業用ダム洪水調節機能

調査費でございます。農業用ダムの利水容量

のうち洪水調節に利用可能な容量を検討する

ための経費でございます。天草市の楠浦ダム

をはじめ６か所のダムについて検討すること

としております。 

 農地整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 
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○後藤むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 13ページをお願いします。 

 ２段目の農作物対策推進事業費でございま

す。 

 鳥獣被害防止対策・ジビエ利活用加速化事

業として、農作物の被害対策に必要な施設整

備や人材育成、対策技術の普及、捕獲した野

生鳥獣肉を有効活用するための取組に要する

経費です。 

 ４段目の県営中山間地域総合整備事業費で

ございます。 

 中山間農業モデル地区支援事業として、中

山間地域の特に生産条件が厳しい地区におい

て、モデル地区農業ビジョンに基づいた基盤

整備等に対して助成する経費です。 

 むらづくり課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○笹木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 ２段目、林政諸費でございます。 

 説明欄のとおり、県での森林ＧＩＳの運用

に際して必要となるシステム機器の賃貸借に

要する経費につきまして、令和３年度から令

和７年度までの債務負担行為を設定するもの

でございます。 

 ６段目、県有林作業道開設事業費につきま

しては、開設された大規模林道についての県

有林所有者としての県が負担すべき法定の受

益者負担金でございます。 

 下の県有林造成事業費については、県有林

での除伐、間伐等を所定の時期に行うために

計上する県有林整備事業に要する経費でござ

います。 

 森林整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○山下林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 16ページをお願いします。 

 ２段目の林業労働力対策事業費は、くまも

と林業大学校におけるカリキュラム等の外部

評価委員会の設置、運営及び伐倒練習機械導

入に要する経費です。 

 ３段目の県産木材需要拡大対策費は、くま

もと県産木材輸出促進協議会負担金などを計

上しております。 

 17ページお願いします。 

 ２段目の林道事業費は、緑資源幹線林道な

ど、過去の開設工事に対する負担金です。 

 ４段目の過年林道災害復旧費は、過年発生

の災害により被災した林道の復旧を行う市町

村に対する助成でございます。 

 林業振興課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○大岩森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 18ページをお願いします。 

 ２段目の治山事業費は、国のインフラ長寿

命化計画に基づき、令和２年度末までに治山

施設に係る個別施設計画を策定するための治

山施設の調査点検委託に要する経費でござい

ます。 

 ３段目の緊急治山事業費は、山地災害箇所

を緊急に復旧する事業で、現年発生の山地災

害に備えて、待ち受けで予算をお願いするも

のでございます。 

 ４段目の保安林整備事業費は、水源涵養や

土砂流出防止といった保安林機能を維持強化

するための森林整備に要する経費で、台風に

よる風倒木処理など集落周辺の放置し難い箇

所について早急に取り組むものでございま

す。 

 森林保全課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 
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○中原水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 19ページをお願いいたします。 

 ２段目、漁場環境等対策事業費につきまし

ては、赤潮対策事業費として、発生初期の赤

潮プランクトンの駆除を目的に漁業者等が行

う粘土散布に対する助成及び赤潮によりへい

死した魚の肥料等への有効利用を推進するた

め、運搬用資材の整備を助成するものでござ

います。 

 ４段目、施設整備事業費は、浜の活力再生

加速化支援事業として、浜の活力再生プラン

に基づき、漁業者等が行うノリ乾燥機や省エ

ネ推進機器の整備等を支援するものでござい

ます。 

 ６段目、漁業取締費でございますが、漁業

取締船の船舶安全法に定める法定検査及び電

波法に定める無線の定期検査を行うものでご

ざいます。 

 20ページをお願いいたします。 

 水産研究センター費、説明欄、１の水産研

究センター施設等整備事業は、漁場環境の自

動観測ブイの老朽化に伴い、システム全体を

新たに導入したことから、既存のブイを撤去

するものでございます。 

 ２の水産研究センター施設保全事業は、老

朽化した消防施設設備、自家発電設備等の更

新、改修を行うものでございます。 

 水産振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○緒方漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 21ページをお願いします。 

 ２段目の漁港関係海岸保全事業費につきま

しては、漁港関係海岸保全施設の整備を行う

天草市に対する助成です。 

 ３段目の単県漁港改良事業費につきまして

は、小規模で局部的な漁港、漁場及び海岸施

設の補修等に要する費用で、県管理二江漁港

の補修工事を行うものです。 

 ４段目の漁港関係港整備事業費につきまし

ては、施設の長寿命化対策の実施による更新

コストの平準化や縮減を図る経費で、県管理

塩屋漁港の調査及び八代市大鞘漁港の補修工

事を行うものです。 

 次に、５段目の国庫支出金返納金につきま

しては、天草市が漁村再生交付金事業で御所

浦漁港に整備しました緑地広場の財産処分に

伴う国庫返納金に係る経費でございます。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○田代国広委員長 これからは、専決処分の

報告及び承認についてであります。 

 

○深川流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ここから専決処分の報告でございます。 

 説明欄、県産農林水産物等緊急流通対策事

業につきましては、新型コロナウイルス感染

症対策に伴う新規事業になりまして、消費低

迷により流通が停滞している県産農林水産物

等の販売促進に要する経費となります。 

 具体的には、インターネットショッピング

を活用した期間限定キャンペーンや地産地消

協力店における県内消費促進フェアを実施し

てまいります。 

 なお、インターネットショッピングにつき

ましては、部長の総括説明にもありましたよ

うに、本日からＥＣサイトであるＪＡタウン

や楽天で熊本県産品福袋として発売を開始し

ております。 

 流通アグリビジネス課は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 23ページをお願いいたします。 
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 畜産物市場流通戦略対策事業費でございま

す。 

 説明欄、１の県産牛肉等学校給食提供推進

事業は、国の経済対策を受けて、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響により需要が減少

している県産牛肉や天草大王の消費拡大を促

進するため、学校給食への食材提供に対する

経費でございます。 

 ２の馬肉生産緊急支援事業は、国の地方創

生臨時交付金を受けて、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響により出荷が停滞している

馬肉の生産、流通の体制維持に対する助成で

ございます。 

 畜産課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○中原水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 24ページをお願いいたします。 

 説明欄、１のくまもとの魚学校給食提供推

進事業については、国の経済対策事業を受

け、需要が減少している養殖マダイなど県産

水産物を小中学校の学校給食の食材に提供す

る事業者を支援し、消費拡大と県産水産業へ

の理解醸成を推進するものでございます。 

 ２のくまもとの魚販路Ｖ字回復事業は、一

時的に失った県産水産物の販路を速やかに回

復するため、県内の消費回復を目的としたＰ

Ｒやキャンペーンを実施するとともに、県産

水産物の輸出に携わる関係者で熊本県水産物

輸出促進協議会を設立し、協議会が行う輸出

の速やかな回復と新たな販路開拓を支援する

ものでございます。 

 水産振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 25ページは、11月、２月の定例会及び４月

の臨時会にて御承認いただきました令和元年

度一般会計繰越明許費総括表でございます。 

 件数及び繰越額の一番下の欄の計を御覧く

ださい。 

 農林水産部全体で、872件、302億7,700万

円余の繰越しとなっております。 

 繰越明許費の繰越理由といたしまして、左

の内訳の欄のとおり、３つに整理をいたして

おります。 

 計画に関する諸条件は、各種協議や計画内

容に係る地元との調整に不測の日数を要した

もののほか、国の補正予算に基づくもので、

交付決定が年度末となり、工期の確保ができ

なかったものなどで、713件、205億3,300万

円余で、全体の約７割を占めるものでござい

ます。 

 設計に関する諸条件は、工法の見直しに必

要な調査や検討等に不測の日数を要したもの

などで、62件、33億4,200万円余で、全体の

約１割に当たります。 

 その他は、資材等の入手や用地補償の交渉

に不測の日数を要したものなど、97件、64億

200万円余で、全体の約２割となっておりま

す。 

 明許繰越しの詳細につきましては、26ペー

ジ以降にかけて記載しておりますが、私から

幾つか事例を挙げて一括で御説明を申し上げ

ます。 

 33ページを御覧ください。 

 最下段の農業生産基盤整備事業費でござい

ますが、国の補正予算の交付時期が年度末と

なったもののほか、不調、不落の発生や隣接

する河川や道路等の管理者との協議、調整に

不測の日数を要したことなどの理由により、

やむを得ず年度内の完了が困難となったもの

でございます。 

 続きまして、41ページを御覧ください。 

 最上段の治山事業費でございます。 

 自然災害により計画地の状況が変動したた

め、工法の見直しが必要となり、その検討に

不測の日数を要し、やむを得ず年度内の完了
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が困難となったものになります。 

 続きまして、46ページを御覧ください。 

 令和元年度一般会計事故繰越の総括表でご

ざいます。 

 件数及び繰越額の一番下の計の欄を御覧く

ださい。 

 農林水産部全体で、124件、77億7,100万円

余の繰越しとなっております。 

 事故繰越の詳細につきましては、47ページ

以降にかけて記載しておりますが、これにつ

きましても、私から一括で御説明申し上げま

す。 

 48ページを御覧ください。 

 １段目の県営かんがい排水事業費から49ペ

ージの１段目の農村地域防災減災事業費が、

いわゆる農業農村整備事業の補助事業でござ

います。 

 49ページの２段目以降が、いわゆる農地等

災害復旧事業です。 

 また、52ページを御覧ください。 

 52ページ記載の３事業が、いわゆる治山事

業の補助事業でございます。 

 いずれの事業にいたしましても、熊本地震

等の影響により施工業者において人員等の確

保ができなかったことが、事故繰越をせざる

を得なかった主な理由となっております。 

 いずれの事業も、既に施工業者との契約を

締結しており、令和２年度内の完了を目指

し、事業の進捗促進を図っているところでご

ざいます。 

 農林水産政策課は以上でございます。 

 

○渡辺農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 54ページをお願いいたします。 

 議案第16号、国営大野川上流土地改良事業

の経費に対する市負担金についてでございま

す。 

 昭和50年度から平成30年度までにおいて国

が施行した国営大野川上流土地改良事業に要

した経費の一部を阿蘇市に負担させるため、

土地改良法の規定により議会の議決を得るも

のでございます。 

 農村計画課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○清藤農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 58ページをお願いいたします。 

 議案第17号、工事請負契約の変更について

でございます。 

 平成31年２月議会において議決されました

松の木堰地区農業水利施設保全合理化事業第

11号工事の請負契約につきまして、工期につ

いて、平成34年３月18日までを令和５年３月

24日までに、契約金額について、13億5,540

万円を19億4,376万8,180円に変更するもので

ございます。 

 事業及び変更の概要は、59ページのとおり

でございます。変更理由は、５に記載してお

りますが、河川付け替え水路について、施工

時の異常出水対策のため、堤防の補強等の追

加によるものでございます。 

 農地整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 専決処分の報告をさせていただきます。 

 報告第11号は、職員による交通事故に関す

る御報告でございます。 

 61ページをお願いいたします。 

 本件は、１及び２のとおり、令和２年２月

に阿蘇市役犬原地内で発生した事故です。 

 ６の事故の状況にございますとおり、職員

が用務先から公用車で市道を通って帰庁する

途中、Ｕターンのため、一旦脇の農道に進入

し、バックで市道に戻る際、市道を走行中の

相手方車両と接触し損傷を与えるとともに、

相手方運転手を負傷させたもので、４のとお
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り、物的損害分は、県側85、相手側15の過失

割合、人的損害分は、県側に全面的な過失が

あるとして、相手方に損害賠償を行ったもの

であります。 

 職員の研修や日頃の声かけ等により、安全

運転を心がけるよう徹底してまいります。 

 農林水産政策課は以上でございます。 

 

○田代国広委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いいた

します。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 あわせて、繰り返しになりますが、発言者

の方は、マイクに少し近づいて、はっきりと

した口調で発言いただきますようお願いいた

します。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 事柄が、直接県の予算を通る

内容じゃなくて、国の施策、特にコロナ対

策、国の施策の部分でありますから、委員長

がおっしゃったとおり、何ページの何をとい

うのがちょっと言いにくいというか、ないわ

けでありますけれども、冒頭、部長の趣旨説

明の中に書いてありますが、２段落目から、

まず、新型コロナウイルス感染症に対する取

組についてということで、３月時点で、花

卉、牛肉、水産物、それに加えて、今度はス

イカ、お茶、馬肉、天草大王ということで、

７品目が、１月から４月までの４か月間で、

約39億2,000万円の需要減少という状況があ

るというお話が、御報告がありました。 

 これからも、まだまだこの需要不足や様々

な影響、コロナウイルスの影響というのが、

県内の農林水産物や農林水産業に対して影響

が出てくるかなという懸念を持っております

し、なるだけ影響が少ないほうがいいなとい

うことを思っておりますが、その次の段落

で、国に先駆けた県独自の金融支援制度、様

々御活用いただきたいと思ってますが、その

ほかに、国の持続化給付金という文言が出て

きております。 

 御承知のとおり、これは経産省、中小企業

庁がつくった持続化補助金でありまして、今

閉じられた国会の中でも様々な議論があって

おりましたが、私は、迅速に様々な影響を受

けた事業者に対する給付金としては非常に効

果のある制度だというふうに受け止めており

ます。 

 そして、その対象に農林水産業の皆さん方

も入っているわけでありまして、先日、お茶

のほうの皆さんのお話を聞くことができまし

たが、コロナウイルスで需要不足、需要が減

ってて、結果として、一番茶は、まあまあ例

年並みとまではいきませんが、若干落ちたと

いうことでありますけれども、そういう状態

だと。ところが、生産を支え、収入を支える

──お茶というのは、一番茶、二番茶、三番

茶という順番に刈っていくわけであります

が、もう二番茶はほとんど生産されない、要

するに出荷できない、出荷しても値がつかな

いという状況になってて、現地に捨てるとい

うと言い方は悪いかもしれませんが、簡単に

言えば出荷しないという状況にもなっている

というお話を伺いました。 

 その内容が、通年の生産額とどの程度減っ

てるかまで詳しく私がわかるわけではありま

せんが、仮にそういう場合であれば、去年の

売上高と今年の売上高を比較して、50％以上

収入減という状況があれば、今お話をした持

続化給付金の対象になるということになるわ

けでありますから、そういった情報というの

は、なかなか農家、農林水産業はよく知らな

い方が多いので、県としても、ぜひそういっ

たことを普及して、そして知らしめていただ

きながら、対象になり得る方は、しっかりそ
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ういう給付金を使って、次の生産に向けた、

まさしく文字どおり持続化を図っていただけ

るように御指導いただきたいというふうに思

っております。 

 一方で、そういった、しっかり生産が落ち

て、もう現に落ちているというところが、そ

ういった給付を受けていただけるようにする

という努力をするのは当然であります。た

だ、まだ生産されてない──農業というの

は、御承知のとおり季節性が非常に強くて、

例えば、例えばですよ、例えばが具体例にな

るんですが、梨はまだ生産されてませんね。

多分、普通にハウスで作る以外は、市場にも

ほとんど出てきてない状況でございます。 

 複数の人たちから私の耳に、まだ生産され

てない梨の農家の方が、当然今はゼロであり

ますから、梨の生産額は。ゼロということを

前提に、この持続化給付金に手を挙げて、そ

して給付を受けられたという話を聞きまし

た。その人が――なぜ広まっているかという

と、俺も通ったからあなたもどうぞという話

をどんどん言ってらっしゃるわけですね。そ

うすると、これはどんどんどんどん広がって

いくわけですね。それは、私も自分で申請し

たわけじゃありませんが、そういうことが何

でできるんだろうと思って、これ、全部イン

ターネットで、直接ネットで国のほうとつな

ぎながら――県は全く介在しません。誰も介

在しません。コンピューターの端末から向こ

うに行くということで、必要な書類をちゃん

とそろえて書いていけば、入力していけばで

きるわけですね。非常にアバウトです。非常

にアバウト。 

 例えば、よく使うんですけれども、職業分

類は、農林水産業、第１分類、大分類です

ね。次の分類は、農林水産業の中の農業と、

ここまでしか書く必要ないね。書く必要がな

いです。例えば、梨生産ということを仮に書

く必要があるとすれば、梨生産農家がなぜこ

のような状況になるかという疑問符が浮かぶ

わけでありますけれども、当然、生産月じゃ

ないわけですから。ところが、それは要らな

いんですね。そうなると、誰でもとは言いま

せんけれども、かなり簡略化してあって、多

分、今国会でも議論になって、遅い遅いと言

われているわけでありますから、私は遅いと

は思ってませんが、そういうことがないよう

に、広くこういった影響を受けている方に持

続化してほしいという国の意思でやってらっ

しゃるというふうには思いますが、基本的に

は性善説ですよ。これは、申請者の責任であ

りますから、申請者が、自らの善意に基づい

て、良心に基づいて、うそがないということ

の前提で申請をするという形になってます。

入っていかれれば誰でもお分かりになるとい

うふうに思います。 

 ところが、それが、いわゆるこういった火

事場的な状況の中に、そういった施策を利用

して、本来対象にならない方までそれを受給

してしまうということになってしまえば、最

終的には制度は崩壊します、これは。制度と

して成り立たなくなってしまうということで

ありまして、県内でそういうことがないよう

にということをずっと願っているわけであり

ます。決して抑制しろと言ってるんじゃない

ですよ。必要な方にはきちんとそのことが届

いていっていかなければいけませんが、そう

じゃない方までそこに入っていくということ

になると、農業県熊本として、非常に変な、

おかしな話になるということになってしまう

ということであります。 

 言いましたとおり、県は、その申請手続の

仲介をするわけでもないし、可否を判断する

立場にもありません。申請が正しいか間違っ

ているかも分かりません。また、誰が申請し

たかも全く分からない状況にあるということ

でありますけれども、やっぱり熊本として、

そういった事実があるという話を私はもう複

数から聞いておりますから、多分間違いない

だろうというふうに思っておりますけれど
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も、そういうことが──もうあったことは、

これは自己申告ですから、自分の責任、した

人の責任なんです。その背景には、いろいろ

なお手伝いした方々等々もいらっしゃって、

それもまた問題だなと思ってますが、そこ

は、この委員会で言う話でもないので、言う

つもりもありませんが、いずれにしても、そ

ういった間違った情報が入っていって、あな

たもできますよということを促した人がいる

ことも事実だと思います。 

 しかし、今そのことは触れない。触れられ

ない。誰が出した情報であろうが、誰がくれ

たアドバイスであろうが、最後は申請者の責

任になるわけでありますから、その申請者が

しっかりそのことを分かってもらわなきゃい

けないというふうに思いますけれども、県内

農業者の皆さん方でしっかり頑張ってやって

らっしゃる、そういった中に、そういう事象

が発生して、対象外かどうかの判断も、これ

は我々がするわけじゃないけれども、非常に

グレーで、普通一般論で見れば、コロナ感染

症の影響により収入が減少しているというこ

とがこの制度の大前提でありますが、まだ生

産されてないものに影響が出てるはずがない

わけでありまして、それだけを取ってみても

ちょっとおかしいなというふうに思うのが当

たり前であります。 

 そういったことがないようにしっかりやっ

ていただかなければならないというふうに思

ってまして、これは、皆さん方が所管する事

業じゃないことはよく分かってます。分かっ

てますが、県内農業者の中にそういうことが

蔓延してはならないし、また、そういうこと

があってはならないということの前提の中

で、県の農業の最高責任といいますかね、農

林水産部長がそのことにやっぱりしっかり気

を遣いながら抑制できるように、そういった

ことは抑制する、また、必要な方にはどんど

ん抑制じゃなくて使っていただくというよう

な形をつくってもらいたいというふうに思っ

ておりますけれども、これ、多分、所管課が

ないんで、お答えようがないかもしれません

が、部長のほうから、その内容について少し

は御承知だと思いますし、言える範囲で結構

でありますので、お話しいただければと思い

ます。 

 

○竹内農林水産部長 先ほど、冒頭の説明の

ほうでも申し上げたところではございますけ

れども、私ども農林水産部といたしまして

は、この持続化給付金を、コロナ感染症の影

響で非常に売上げが激減している農林漁業者

を迅速に対応していく必要があるということ

で、早い段階から国が作成したチラシなどで

制度の周知に努めてきたところでございま

す。 

 このような中、真偽のほどはよく分からな

いんですけれども、コロナの影響がないはず

の農業者の方が、例年所得がない農閑期なん

だけれども、そこを対象として交付金を受け

たような話がちょっと耳のほうに入ってきま

した。 

 先ほど前川委員のほうからもお話ございま

したように、持続化給付金というのは、国が

直接執行する事業でございまして、実際の申

請内容、県を通るわけでもございません。そ

して、その内容が不正なのかどうかというチ

ェックも、県ではなくて、やはり国の中小企

業庁が直接やるような状況になっておりま

す。 

 一方で、この給付金というのが、国会のほ

うで、会計検査院も、緊急性のある事業につ

きましても、事業の本来の趣旨に沿わないも

のや特にいわゆる便乗のようなものにつきま

しては、執行官庁も含め、事後的にしっかり

検証する必要があると。要は、困ってる方に

迅速にこの給付をやるという前提で、申請者

の責任においてしっかりと申請していただい

て、それに速やかに給付する。ただ、その事

後のチェックといたしましては、しっかり行
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っていくというようなことが述べられてま

す。 

 また、緊急時の対応といった、こういった

性格があるんですけれども、それぞれの事業

の実施に当たっての状況も踏まえつつ、適切

に検査を実施してまいりたいというふうに会

計検査院言っておりますので、我々農林水産

部、農林水産業者の方の生産活動を支援する

部門といたしましては、こういった、一部何

か不正なことをやっているんじゃないか、そ

ういう疑念が出てるということが広がること

が、非常に、コロナの影響で本当に困ってお

られる農林漁業者の方への迅速な支援、これ

が阻害される可能性、あるいは本県、先ほど

委員のお話にもありますけれども、全国有数

の農林水産物の供給県でございます。ここの

ブランドに傷がつくような可能性があるとい

うこともございまして、本県の農業を守ると

いう観点から、広域本部、それから地域振興

局を通じまして注意喚起を行っているところ

でございます。 

 制度自体は、国の所管ではございますが、

農業者の方が、自らきちんと情報を得て、不

明な場合については、コールセンターも国の

ほうつくってますので、そこでしっかりと自

分の責任において申請していただいて、しっ

かりとコロナウイルスからの回復というのを

目指していただければと思っているところで

ございます。 

 

○前川收委員 直接県が関わってない事業、

関わってないわけじゃないけれども、県を通

らない事業であり、関わっているのは農林水

産業者でありますから、これは、我々県民

の、また、県の重要な産業であり、全国に誇

れる熊本の農林水産業だというふうに皆さん

も我々も自負しているわけでありますから、

そういった中で、こういった国の持続化給付

金という、こういった事業そのものを、その

制度の内容そのものを否定するようなやり方

ということがやられることがないようにして

いただきたいというふうに思ってます。 

 これは、分からないといえば分からない話

でありますが、かなり評判になってて、分か

らないじゃ済まない話にもうなってる現状で

あります。特に、その地元の皆さんは、もら

った人が自分でおっしゃるんですよ。俺がも

らったからあなたももらえますよと。これ

は、もらった人はもう得意げにそうおっしゃ

っているわけで、もらった人はあまり自己嫌

悪感はないのかなと思ってますが、ちゃんと

制度が分かってくると、調べると、それはち

ょっとおかしいよという話に必ずなるんです

ね。ですから、そういうことがもう広まらな

いようにしてほしいということ。これは、あ

る程度周知するしかないわけですね。そんな

ことは危ないですよと、やっちゃ駄目ですよ

と。もしかして後ほど、お話があったように

会計検査院が入ってきて、もしもそれが不正

受給だという話に仮になった場合には、仮に

100万円もらった方は２割増しですよ。課徴

金と違反金がつきますから、もらったときか

ら返納までの延滞金がついて、それに1.2倍

掛けた額を戻さなきゃいけないということに

仮になるわけでありまして、それを判断する

のは、所管省庁か、それから会計検査院か、

私は分かりませんけれども、いずれにして

も、そういったものの対象になるようなこと

は、はなからしないというんですかね、そも

そもそんなことをやること自体がおかしな話

であります。 

 ですから、コロナ対策は、これからもいろ

んなケースを想定しながら、迅速に、しかも

農業者や農林水産業者の皆さん方の実態に沿

う形の中で、経営継続、事業継続を願うため

のしっかりとした支援、やっていかなきゃい

けません。やっていかなきゃいけませんけれ

ども、全般的な話として、そういったものに

対しても、真にコロナ対策ですかという部分

を、制度の内容等々をしっかりと見極めて、
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これからも、県は、直接国の事業であって

も、県としては、この事業の内容をしっかり

見ていただいて、県民の皆さん方、農林水産

業の皆さん方にちゃんと周知していくという

こと、その責任をしっかり担っていただきた

いなというふうに思っておりますので、ぜひ

よろしくお願いを申し上げます。答弁は要り

ません。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○大平雄一委員 ９ページ、説明の３番のと

ころなんですけれども、新型コロナウイルス

感染拡大による人手不足というのが、具体的

にどういうところで人手不足が発生している

かというところと、人材育成のための研修に

必要な機械、設備でありますけれども、こ

れ、どういうことなのかというのを教えてい

ただきたいと思いますけれども。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 ３番の事業でございますけれども、新型コ

ロナウイルス感染症による人手不足というこ

とでございますが、マスコミ等でもよく出て

おります。１つは、外国人材の問題、熊本県

に対しては、それほどまだ影響はないと。帰

れない人がいるし、来る方は来れませんけれ

ども、その分で、現在のところ、それほどま

ではというようなことで聞いているところで

ございます。国の事業としましては、全国的

にそういう状況にあるというようなことで、

この事業を組み立てられまして、その分の県

の事業として、今回ここで計上しているもの

でございます。 

 実際、人手不足につきましてということで

はございませんが、その後半部分の将来の農

業生産を支える人材の育成研修というような

ところで、今回については計上させていただ

いております。 

 具体的には、農業大学校であったり、ＪＡ

等を、認定研修機関として、就農前の研修準

備をする機関に認定しておりますけれども、

そういうところに対しまして、将来の担い手

を研修するための機械であったり施設等を整

備する事業でございます。 

 

○大平雄一委員 外国人技能実習生、この方

々が、他業種で実習をされている方が農業の

ほうにというようなことが可能になるという

ふうに聞いたんですけれども、そういう形も

できるんでしょうか。 

 

○井上農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 今委員お尋ねの話は、事例的に１つ我々も

把握しているのがございまして、例えば、車

の工場におられた方が、そこの工場がちょっ

と厳しくなったので、ただ、帰国できないと

いったときに、ほかの業種に移れるという話

がございまして、実際、農協の情報ですけれ

ども、別途、その方が農家のほうの技能実習

生ということで入ってこられたというよう

な、制度を活用して入ってこられたという事

実がございます。 

 今申し上げたとおり、実際は、そういう形

で、ほかの業種で非常に厳しくなったところ

を、例えば、農業のほうに移ってこられると

いう方々が全国的にもかなりできてまして、

制度的にも認められてるということでござい

ます。 

 ほかに、熊本県の場合は、先ほど委員御指

摘のとおり、少し――帰る人が帰れない、そ

れから入ってくる人が入れない。技能実習生

の場合、今外国との動きが滞っておりますの

で、そういう状況に陥ってますが、順を追っ

て説明いたしますと、まず、熊本県の中にど

れくらいいるかとなりますと、大体農林水産

業のほうで3,424名おいででございます。そ

のうち、今年度、大体３年に１回ですので、
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1,100名程度ではないかなと推測されます。

この方々が帰れないという形があるかどうか

ということを、実は、地域的に一番多い八代

で傾向だけ見るということで、アンケート調

査をしてみましたところ、実際どれくらいの

方々が帰れないかというところでありました

が、ただ、この帰れないということの、帰国

困難な場合は、特定活動といいまして、６か

月間そのところでもう一度、再度研修できる

というような制度に変わりました。ですか

ら、その制度を活用して、帰れない方々は、

今後も６か月間はそこで活動をされるという

動きを非常に活発になさっておられまして、

そういう申請が今非常に多くなっていると。 

 熊本県の場合は、施設園芸が多いので、大

体８月、９月ぐらいで入れ替わります。です

ので、８月、９月まで以降に、そういう方々

は、６か月ですので、それ以降も熊本県のほ

うで活動できるということができるようにな

るということでございます。 

 ただ、外国から入ってこられる方々がどれ

くらいの期間で入ってこられるようになるか

ということなんですけれども、今最新の情報

では、ベトナム、それからタイ、ニュージー

ランド、オーストラリア、この４か国につい

ては、そろそろ交流を始めようかというよう

な動きもございますが、一方で、入国に際し

ましては、４か国合わせて１日250名の入り

込みということが今言われている最中でござ

いますので、まだまだ少し時間がかかるかな

ということで思っております。 

 技能実習生については、残る方は残れる制

度がありますし、入ってこられる方について

も、今から様子を見ていかなきゃならないの

だろうなというふうに思っているところでご

ざいます。さらに、帰りたいという方が帰ら

れて、でも、入ってこられるという方が、こ

れ入ってこられないといった場合、どういっ

たふうな状況があるかといいますと、こうい

う新型コロナウイルスの感染症の影響等で人

手不足になった農業経営体を支援するという

事業が、先ほどの一覧表の中にもありまし

た。これは、人手不足になった農業経営体

が、代わりの人材を雇用したり、農作業を委

託したり、人材派遣を活用することで、交通

費、それから宿泊費、保険料、それからかか

り増し経費ですね――技能実習生の方よりも

１時間当たり500円、これを、かかり増し経

費を見るというような事業もございますの

で、もしも来れなくなった人の対応策として

は、国内でそういう方々を探し出して、そし

てそれには応分の負担をし、そこも補おうと

いう制度もございます。これにつきまして

も、今活発に広報活動をいたしておりまし

て、この３つ併せ込みながら、労働不足に陥

らないように、今施策を皆さん講じている、

考えておられるというのが現場の実態だと思

います。 

 以上です。 

 

○大平雄一委員 ありがとうございました。 

 もう１点だけいいですか。 

 

○田代国広委員長 どうぞ。 

 

○大平雄一委員 別添資料のほうの経営の継

続、新型コロナウイルスの……。 

 

○田代国広委員長 何ページ。 

 

○大平雄一委員 別添、経営の継続のほうの

４段目の高収益作物次期作支援交付金という

ことで、支援対象等のところで、補助率が、

①５万円と施設花卉等と施設果樹、この３つ

の金額の具体的にどういうことなのかという

のを教えていただきたいんですけれども。 

 

○井上農産園芸課長 高収益作物次期作支援

の交付金につきましてですが、まず、野菜、

果樹、花卉、お茶ということで、５万円とい
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うことでございます。これは、一般的に、今

申し上げたとおり、野菜と果樹と花卉とお茶

に分類されるものについては、基本的に５万

円です。ただし、中山間地域は、１割アップ

の５万5,000円ということになります。これ

につきましては、２つほど示されている技術

ございますが、例えば、肥料、農薬等を新し

いものにするであるとか、いろいろ新たな技

術にチャレンジするということを前提条件と

して５万円ということになっておりますが、

そのほか、今から申し上げますが、施設花

卉、これは施設の花卉は全て、それから大

葉、あとワサビ、これにつきましては、非常

に次期作に向かう単価が高いということでご

ざいますので、これにつきましては、10アー

ル当たり80万円の交付になると。それから施

設果樹となっておりますが、これにつきまし

ては、マンゴー、桜桃、ブドウ、これが10ア

ール当たり25万円といった形で決定されてい

るということでございます。ですから、広く

５万円ありますけれども、今申し上げたよう

な高収型の経営につきましては、２次補正の

中で、また新たに単価が設定されたというこ

とでございます。 

 

○大平雄一委員 次期作に向かう作物の金額

が違うということで、この金額の違いがある

ということで。 

 

○井上農産園芸課長 次期作に向かうため

に、例えば、種苗費が花の場合非常にかかっ

てしまうと、種代がですね。というようなこ

ともありますし、また、花卉につきまして

は、このたび非常に打撃を受けたというよう

なこともございますので、２つを加味して、

花卉、それから同じようにマンゴー、桜桃、

ブドウ、施設果樹については、いわゆる交付

額が引き上げられてるということでございま

す。 

 

○大平雄一委員 ありがとうございました。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○ 田大造委員 幾つかあるんですが、まず

１つ、13ページですね。 

 31番のむらづくり課のジビエ対策、鳥獣被

害防止対策・ジビエ利活用加速化事業なんで

すけれども、私、過去の一般質問でも鳥獣被

害のことを取り上げたことがあります。もう

５年ほど前ですが、毎議会で各議員が取り上

げてる問題なんですが、今鳥獣被害というの

は、抑え込みに成功しているのかどうなの

か、うまくいってるのか、ちょっとまだ厳し

いのか、そういうのをちょっと教えてくださ

い、具体的に。 

 あと、次ですね、いいですか。22ページで

す。 

 新規事業で、流通アグリビジネス課のコロ

ナ対策の新規ビジネスなんですけれども、楽

天さんで販売するということなんですけれど

も、何で楽天さんなのかなという。何でアマ

ゾンじゃないのかなとか、その辺どうやって

決まったのかと、あと、何億円の売上げを目

標としているのか、あと、この民間企業さん

で自分の物産を売りたいという事業体はどう

やって募集してるのか。広くこういうこと

を、一般の農家さんとかどうやって知るのか

なと、知ってるのかなと。 

 あと、もう一つが、23ページと24ページに

関連するんですが、県内の牛肉もしくは水産

物ですね、これを小学校とか給食で出すとい

うことなんですが、非常にいいことだなとい

うふうに思うんですが、これまで、学校給食

で、県産品の牛肉、水産物出てたはずなんで

すけれども、新たにこういうふうに事業とし

て、新規事業でやると、これは、グレードを

上げるのか、どういうふうになっているの

か、量を増やすのか、その辺ちょっとよく分

からないんですけれども、どういうふうに捉
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えていいのか教えてください。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 順番に行きます。 

 

○後藤むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 委員御指摘の件でございますが、最新の被

害額につきましては、平成30年度が一番新し

い公表数字でございまして、農作物の被害額

で約４億4,000万円ございます。年度的に凸

凹がございますが、トータルとしては漸減状

態ということで言えるかと思います。ただ

し、成功しているかといいますと、それをも

って成功かということについては、なかなか

難しい評価があるかと思います。ただ、我々

としましては、有害鳥獣の潜み場をなくし

て、かつ、いろんな柵を囲ってということ、

それと捕獲の補助ということで、それぞれ努

力をしているところでございます。 

 ただ、おっしゃるとおり、皆さんが見られ

てるとおり、まだ全てが解決しているという

状況ではございませんし、金額もこれという

状況ですので、継続して努力をしていると。

また、国に対しては、捕獲単価の額を上げる

というふうな形で、捕獲していただく方の努

力に報いるような手だても一生懸命やってい

るところでございます。 

 すみません、答えになっているかどうか分

かりませんけれども、数字は下がっておりま

すが、継続して一生懸命やっているというの

が結論かと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 むらづくり課は以上でございます。 

 

○深川流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 ＥＣサイトについて、３点お尋ねをいただ

いたかと思っております。 

 まず１点目が、なぜ楽天とかそういうＪＡ

サイトなのかという話でございます。 

 まず、今回急いで停滞している農林水産品

の流通を加速させるということで、これから

のお中元商戦に向けまして実効性を重視いた

しまして、既にＥＣサイトを展開している事

業者を募らせていただきました。 

 その結果、２事業者を採択しておりまし

て、１事業者が、ＪＡ系といいますか、Ａコ

ープさんなんですが、そちらのほうがＪＡタ

ウンさんのほうで展開をされておられます。 

もう１事業者が、コムセンスさんという事

業者でございまして、こちらのほうが「くま

もと風土」というサイトを展開されておられ

ます。こちらの「くまもと風土」のほうが、

実は楽天、わかりやすいので楽天と申し上げ

ましたが、実はいろんなところに展開してお

ります。楽天のほかにもヤフーで展開してら

っしゃって、ａｕモールですとか楽天、ａｕ

──すみません、７～８種類、覚えてないん

ですが、多くのところでやられておられま

す。 

 実は、そういった形で、現在、事業者さん

が既に展開されておられるそれを活用してや

るということで、今回のＥＣサイトは決まっ

ております。ただ、今回、私どもとしては、

一過性のイベントに終わらせるのではなく

て、今後も継続して続けていきたいというふ

うに思っておりまして、今回の特設ページに

つきましては、キャンペーン終了後も継続し

て設置していただくというような形で話をし

ているところでございます。 

 それに基づきまして、２点目の御質問でご

ざいます。幾らぐらいの売上げを目標として

いるかというお話でございますが、もともと

予算的には、それぞれ5,000セットずつ、合

計１万セットを考えております。 

 内容といたしましては、ＪＡさんはわかり

やすいんですが、１万円、5,000円、3,000円

のセットを作っておられまして、平均7,000

円ぐらいとすると、大体5,000セットの3,500
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万円、２事業者で7,000万円というのが目標

の数字でございます。 

 今回、この事業に関する事業費が2,000万

円弱でございますので、事業効果としては

3.5倍以上の効果を見込んでいるところでご

ざいます。もちろん、5,000セット売ったら

それでおしまいということじゃなくて、それ

からもまた継続して売っていきますので、そ

れ以上の売上げを見込んでいるところでござ

います。 

 ３点目が、なぜ、そういった滞留している

商品をする際に、いわゆる末端の農家の方々

といいますか、生産者の方をどこまで拾い上

げられたのかという御質問だったかと思いま

す。 

 実は、一番そこが私どもも課題と思ってお

りまして、今回は、事業者さんのほうでいろ

んな掘り起こしをしていただいております。

その中で、例えばＪＡさんのほうでは、馬刺

を中心としたお肉セット、これは１万円でご

ざいます。２つ目が、特に水産物も非常に滞

留しているということで、お魚セットも作っ

ていただいております。あと、果物もすごく

滞留が大きかったということもございまし

て、果物セットも作っていただいておりま

す。これが１万円、7,000円、3,000円でござ

います。 

 同じようにコムセンスさんについても、そ

ういった馬刺セットであるとか、例えば、非

常に加工品メーカーで滞留が、余っていると

ころがあれば、その個別の商店名を使った何

とか何とかさんセットとか、そういういろん

な滞留商品をセットとしてお得感を出して売

っております。 

 ただ、今後の課題は、こうしたＥＣサイト

に出品できるルートを持たない地域の生産者

の方々をどう拾い上げていくか、これは、私

どもも、もう少し工夫が必要かなと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

○上村畜産課長 学校給食提供事業の中の牛

肉に関してのことです。 

 ふだんはどんな肉を使っているのかという

ことと、グレードを上げるやり方なのかとい

う御質問だと思います。 

 まず、１点目ですけれども、今回のこの事

業を国から受けるに当たりまして、いろいろ

調査してみました。 

 その中で、やっぱり学校給食は、１食当た

りの経費が、単価が大体200何十円とか、す

ごく安く抑えられていますので、その中で和

牛を使うということは、これまでほぼゼロで

す。 

 例えば、村とかの支援であか牛を出すとか

いうことは、年に１回ぐらいあることもあり

ますけれども、基本ありません。聞くところ

によると、輸入肉が中心だったり、よくて国

産の乳牛の肉だったりを使われてます。今回

は、この１食当たり100グラム1,000円を上限

で出せますので、学校給食の担当の方はとて

も喜ばれて、ふだん出せないようなお肉を子

供たちに食べさせられるということで、すご

く喜ばれております。 

 グレードを上げるのかという御質問でいき

ますと、先日15日の月曜日を皮切りに、七城

小学校と七城中学校で給食を提供されまし

た。そのときは、もともと豚でビビンバ丼を

計画されてたんですけれども、この事業がで

きたので、じゃあちょっと和牛でやってみよ

うということで、和牛で提供されておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○中原水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 水産物に関してでございますが、今畜産課

長からもありましたように、学校給食の単価

が250円ということであります。正直申しま

して、県内の水産物、ほぼ単価合わないとい
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うこと、それから、魚の場合、切り身にした

ときのサイズの指定がかなり細かくあるとい

うことで、今までやっているというのは、天

草市さんが補助を出して地産地消という形で

出されていたりということがもうほとんど、

その程度であったということでございます。 

 今回、水産物のコロナの影響といいますの

は、外食から始まりまして、高いほうから売

れなくなってきております。その影響を受け

たということで、単価は少し高めにして、提

供のものまで、こちらのほうで準備して提供

をするというところで、養殖マダイであれば

１回250円という、おかずだけの部分でそれ

だけの分を上限で提供するというようなシス

テムになっております。 

 現在、各市町の教育委員会、それから給食

を学校単位でされているところ、それぞれと

協議をさせていただいて、７月上旬から順次

出していけるような形にしていきたいという

ところでございます。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 いいですか。 

 

○ 田大造委員 了解しました。 

 

○池永幸生委員 すみません、１つだけ聞か

せてもらいます。 

 ６ページですけれども、い業振興対策費

で、補正前の金額が7,900万円余あります。

ただ、この補正で、一般財源のほうから5,400

万円余の補正を組まれておりますけれども、

これ、当初わからなかったのか。この機械の

省力化によって、これの助成金が出るという

形になっておりますけれども、これは国が主

導したのか。国が主導したんだったら、国庫

支出金とか、その辺があるのではなかろうか

なと思いますけれども、詳しく説明をお願い

いたします。 

 

○井上農産園芸課長 この御指摘の話なんで

すけれども、いぐさ・畳表生産体制強化支援

対策事業、これが県の単独の持ち出し分、そ

れで、国の持ち出し分は、次のページであり

ます７ページの産地パワーアップ事業でその

他の項がございます。ここの額が国の持ち出

し分です。また、このほか、市町村のほうが

県と同額を持ち出します。 

 この事業の趣旨といいますか、建て込みの

一番の目的は、農家が、このカセット式移植

機を買うとき、もうすごい少ないので、これ

を民間の企業に造っていただくと物すごく高

額になるんですね。だから、その分を、もと

もとその前、昔買ってた製造中止前の農家負

担と同額にするというのが、この一番の趣旨

でございまして、その分、農家への県の補助

額は、農家の実質支払額、製造中止前の額だ

った分を、全体の額から引きまして、そし

て、そのうちを事業主体の負担額で２で割っ

て、国がまず負担していただいて、その残り

を今度あと県と市町で割って、そして、農家

には製造中止前の額でお渡しするという趣旨

でないと、今なかなか高額な機械の負担をし

ていただくというのは厳しいので、そういう

建て込みにしてます。ですから、事業のほう

が、申し訳ございませんが、国の事業、それ

から県の事業と分けて今回上程しているとい

うことでございます。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○南部隼平委員 別添資料の支援策について

ちょっとお尋ねなんですけれども、経営継続

補助金というのが２次補正で成立をしまし

て、これが非常に手厚い制度だというふうに

思っております。たしか、これに関しても、

規制というか、例えば、売上げが落ちたから

とか、そういったことはあまりなかったと思

うんですけれども、今後こういった対策をし

ていく上では、非常にいい補助金になるんじ
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ゃないかなと。 

 そのあたりで、今現時点で、例えば、どの

くらい、いつぐらいからこれが公表されて始

まるのかというのが、わかっている範囲でい

いので、そこと、プラスあとは、中小企業庁

が出されていると思うんですけれども、持続

化補助金というのもあるんですけれども、こ

れは管轄がちょっと違うと思うんですけれど

も、そういったのとすみ分けというか、そう

いったのっていうのは両方できるのか。同じ

ような制度なので、重複というのはなかなか

難しいと思うんですけれども、そういった情

報が入っていれば教えていただきたいなと思

います。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 まず、経営継続補助金についてでございま

すけれども、この事業、先週、国会で国の２

次補正として成立した事業でございます。早

々に今週の月曜日も、国の機関、農政局で説

明会がございましたが、今現在では、まだ申

請の方法であったりだとかそういう詳細なも

のは明らかになっておりません。国のほう

も、この制度はきちっと有効に活用してもら

いたいという気持ちもあり、早急に検討を今

しているというところですが、まだちょっと

スケジュール感は明らかになっていないとこ

ろであります。 

 先ほど申し上げましたとおり、経営支援機

関として、農協等が指定されることになって

おりまして、その手続が、まず昨日からスタ

ートしております。徐々に明らかになってい

くと思います。随時、ホームページの更新等

で明らかにしていきたいと思っております。 

 また、２点目の持続化補助金についてでご

ざいますが、持続化補助金は、実は全ての農

業者が対象になっておりませんで、例えば、

農協の系統出荷をされている農業者の方など

が対象から漏れているということでございま

す。 

 また、経営継続補助金という制度が２次補

正でできたのも、まさに持続化補助金が全て

の農業者が対象になっていないということか

らだったということですので、経営継続補助

金で全ての農林漁業者を対象にしつつ、コロ

ナの対策に努めていきたいと、そのように思

っております。 

 以上でございます。 

 

○南部隼平委員 ありがとうございます。そ

ういった形で、情報をぜひ頂きたいというの

と、あともう一つは、やっぱり周知を──先

ほど、前川委員も言われていたように、周知

をしていくというのが非常に大事なことかな

というふうに思います。農協の関係者の方に

ちょっとお話を聞いたところでいうと、説明

会とかもなかなかこういう状況なので開けな

いということも言われてましたので、そうい

ったところもしっかり──国の事業ではある

んですけれども、県が、ぜひリーダーシップ

執っていただいて、そういった説明とか周知

徹底について、また御努力いただければと思

います。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 要望ですか。 

 

○南部隼平委員 要望です。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○磯田毅委員 国の持続化給付金について

は、先ほど前川委員のお話で分かったんです

けれども、県の事業、この50％未満ですね。

この農林水産業での申請状況が今どれぐらい

かというのが１つと、もう一つは、大型特殊

免許ですか、トラクターとかなんかのです

ね。こういった、これは多分1,700ミリ以上

の幅のある農機具だったと思いますけれど
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も、大型免許を今取る必要のある台数です

か、人数ですか、ちょっと分かりませんけれ

ども、どれぐらいなのか、ちょっとお聞きし

たいと思います。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 県の事業継続支援金についてでございます

が、先日新聞にも載っておりましたが、申請

の数自体は、全体で、まださほど多くない状

況になっております。国の給付金と重複して

受給することができないということと、申請

期間がまだまだありますので、様子を見られ

ている方が多いというふうに分析をしており

ます。 

 申し訳ございません。そのうち農林水産漁

業者がどれぐらい申請をしているかというの

は、ちょっとまだ情報としてつかんでおりま

せんで、商工部局とちょっと情報交換をした

いと思っております。 

 以上でございます。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 大型特殊免許についてのお尋ねと思います

が、大型特殊免許につきましては、大体、大

型特殊とそれから農耕車限定というような取

得の仕方がございます。農業大学校では農耕

車の限定ということ、それから大型特殊でし

たら、自動車学校、それから免許センターで

の一発取得、そういった手法がございます。 

 現在どれくらいの人数が県下にいらっしゃ

るかというのは、ちょっと今数字では把握し

ておりませんけれども、一つ今話題になって

おりますのが、トラクターの後ろに作業機を

つけたまま走行ができるというようなこと

で、車両運搬法の、法律のほうの緩和がござ

いましたので、つけて走られるんだったらと

いうことで非常に要望が多くなっている状況

にあります。 

 農業大学校での取得につきましては、担い

手のほうから状況の御説明があると思いま

す。 

 そのほか、やはり希望者が多いので、今経

済連のほうでも、新たに農業大学校を借用し

た形で講習ができるということで、180名の

募集を行っている状況にございます。 

 それから、自動車学校におきましても、大

特免許をさらに取得できるような自動車学校

の機関も増えてきております。 

 それから、免許センターにおきましては、

一発で取れるので、今現在、大特免許が週に

１回、一発で取れる試験がございますが、農

耕車限定も週に３回ほど時間を取ってできな

いかというのを、現在、農業団体、それから

機械メーカー、そういったところと連携を行

っているという状況にございます。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農業大学校で

の大特免許の状況について御説明を申し上げ

たいと思います。 

 毎年、大特免許、それから牽引免許等々、

農業大学校で操作の講習ということで、最終

日に免許センターから来て免許が取れるとい

うような仕組みになっております。毎年、大

特のほうは、６回程度開催しておりますけれ

ども、１回につき30名の受講が可能でござい

ます。 

 ただ、先ほど農業技術課長のほうから御説

明がございましたけれども、今年度につきま

しては、30名の６回、180名の定員に対しま

して857名の応募があっております。昨年度

も、180名の定員に対しまして300数十名とい

うことで、非常に応募が多いというようなこ

とで、皆さんが大特まで取得したくても取得

できないような状況になっているというよう

なことでございまして、現在、農業技術課の

ほうで、農業団体等と連携しながら、受験の

機会拡大に向けて取組を進めているというよ

うな状況でございます。 
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○田代国広委員長 ほかに。 

 

○ 田大造委員 畜産課にもう一度お尋ねな

んですが、23ページの馬肉生産緊急支援事業

についてちょっと質問なんですが、御承知の

とおり、一昨年でしたかね、菅乃屋さんの債

権放棄に県は応じたという経緯がありまし

て、その当時も県議会でいろいろ議論があっ

たんですが、何せ馬肉の業界自体がどんどん

縮小していってる現状があって、業者さん

が、生産者が一生懸命頑張っても、なかなか

需要が伸びてないと。だから、構造的にちょ

っと問題なんじゃないかという議論も県議会

であったと記憶してます。 

 今回、コロナで飲食店が軒並み営業できま

せんでしたので、馬肉もおのずと高級食材で

すので、相当なダメージを受けたというのは

容易に想像がつくわけですが、やはり馬肉を

食べるという、これ本当、熊本特有という

か、長野にも若干あるみたいですけれども、

特有の食文化と私は思ってまして、この食文

化を維持発展させていくというのをやっぱり

県がちゃんと考えていかないと、なかなか業

者さんが頑張っても難しい問題かなと感じて

ます。 

 この食文化と絡めて、こういう事業を新規

でやるわけですけれども、どういうふうに県

は考えているのか教えてください。 

 

○上村畜産課長 委員おっしゃいますとお

り、食文化というのを大事に考えておりま

す。 

 今回は、本当にひどくて、外食がほとんど

ゼロになりましたので、馬肉の場合は、牛肉

でいうと高級部位と同じような扱いで、現在

は家庭ではあまり食べられなくて、やっぱり

外食産業、あと、東京とか大阪とか、ああい

う大都市に送って食べられているのが多いで

す。７割ぐらいが外食で食べられていますの

で、それがほとんどなくなりまして、もう大

打撃を受けられました。その消費がないため

に、馬の屠畜ができないという形で、非常に

――馬の屠畜ができないと、また肥育期間が

延びて、今度は事故も起こってきますので、

とにかく馬を流さなきゃいけないということ

で、屠畜して冷凍保管にまずしてもらって、

数か月置いた後に販売促進をしてもらうとい

う形で、とにかく体制を維持したいというこ

とで、今回の事業を仕組んでおります。そう

やって大体年間4,000数百頭が屠畜されるん

ですけれども、毎月、月に平均すると300何

十頭ですね。それがもう大体半分以下に落ち

てました。今現在は流れていると思います。 

 

○ 田大造委員 あと、食文化、どうやって

維持発展させていく考えなのかというのを聞

きたいんですけれども。 

 

○上村畜産課長 文化の話になると、どうし

ても農業関係とはちょっと離れていくんです

けれども、我々も、馬肉というのは、馬刺を

生産できる、屠畜できるところというのが国

内に４か所しかなくて、そのうち２か所が熊

本にございます。熊本でも馬肉がもう食べら

れないという状態になりますと、もう本当、

日本での馬肉の文化というのはなくなります

ので、そういう意味で、今回は、熊本で──

特に、馬肉に対しての支援というのは、国庫

補助で全くございませんので、県で何かしな

きゃいけないということで、今回は専決でさ

せていただいた次第でございます。 

 

○ 田大造委員 了解しました。 

 

○前川收委員 ちょっと関連でいいですか。 

 田委員がおっしゃるのは、もうごもっと

もなことだと思ってますが、熊本の固有の食

文化というものは、言葉では分かってます

し、我々の共有している認識の中でも分かっ
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てます。ただ、位置づけはないんですね、言

葉だけと認識だけ。 

 できれば、例えば、この馬刺に限らず、熊

本の守っていくべき食文化というものの何ら

かの位置づけを──馬刺だけじゃないです

よ、位置づけをすれば、なぜ馬刺を守るのか

という、そういう理由づけに非常に役立つと

思うし、守っていかなきゃいけないというこ

とを県民にも御理解いただけるというふうに

思いますから、そういうことを、今答えは要

りませんが、お考えいただければありがたい

なというふうに思います。 

 

○田代国広委員長 検討課題でいいですか。 

 

○前川收委員 検討でいいです。何かそうい

うのをしていかないと、何で馬刺ですかと

か、何であれですかと言われたときに、一

々、そうじゃなくて、これは熊本の食文化な

んですということをちゃんと認定しとくとい

うかな、そういうのが必要じゃないかなと思

いますけれども、御検討ください。 

 

○田代国広委員長 この問題は――農林水産

部は生産するほうですからね、ですから、生

産するほうと販売するほうは、分けて協議を

していただければと思います。 

 

○後藤むらづくり課長 答えは要りませんと

いうお話でございましたが、むらづくり課で

ございます。 

 食育関係について、むらづくり課のほうで

所管をしておりまして、馬肉ダイレクトとい

うことではございませんが、県内にふるさと

食の名人さんという方が、活動されている方

が300人余いらっしゃいます。県内にはいろ

んな食文化がございまして、地域でそれぞれ

に根差した食文化を学校給食あたりにお伝え

する機会というのは持っておるところでござ

います。 

 ただ、先ほどおっしゃったように、直接馬

肉でということになると、また個別に当たら

なければいけませんので、そこは抜本的な解

決策にはなりませんけれども、県内の食文化

を継承する一つのやり方として、行政とし

て、食育の推進という形で取り組んでいく方

向性というのは持っております。 

 すみません、事例の御紹介ということで、

お答えにはなっていないと思いますけれど

も、以上でございます。 

 

○田代国広委員長 質疑ありませんか。 

 

○池永幸生委員 よく今報道で、トラクター

の転落事故というのが、いろいろ聞いたり見

たり、また、私の知り合いもトラクターごと

下の田んぼに落ちられた。やはりそういった

ことで、昔からあるあぜ道、やっぱり道幅が

足りないのではなかろうかなと。やはり県と

して、そういった規制とか、関連機関と事故

の分析、それと啓発、指導、そういったこと

をぜひともやってもらいたいなと思います

が、どういった取組を考えておられるのか。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 トラクターの事故につきましては、最近、

ここ近般、特にちょっと増えてきていること

もございますけれども、熊本県は、平成のち

ょっと前に、非常に全国で一番多かったとき

がございましたので、その後、農業団体、そ

れから県警、そういったものも含めまして、

対策会議というのをずっと開いてきておりま

す。 

 そういう中で、やはり事故の防止啓発とい

うことにつきましては、意識、やはり呼びか

け運動ということで、地域の振興局等を通じ

まして、しっかり農業者の方に、その安全の

周知啓発、それから安全の講習会、そういっ

たもの、それからシールを作って、ステッカ
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ーとして貼るとか、そういった取組をしっか

りとやっているところではございます。 

 ただ、どうしても、今委員御指摘のとお

り、やっぱり農作業等も、公役とか田舎のほ

うでございますが、側溝のところをしっかり

と草を刈っておかないと非常に見えづらいと

かそういったところもありますので、そうい

った集落の環境整備、そういったものとも併

せた形で、今後しっかりと周知を図っていき

たいというふうに考えております。 

 

○池永幸生委員 つい先日、テレビを見てた

ら、その特集があったんですね。やはり道幅

が狭い、あぜ道に段差があるとか、そういっ

た分析もやられて、これから指導してもらい

たいと思います。 

 

○酒瀬川農業技術課長 わかりました。 

 それから、安全フレームとかシートベル

ト、そういったものをしっかりとしていただ

くように今後も取り組んでまいりたいと思い

ます。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○田代国広委員長 なければ、以上で質疑を

終了いたします。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号、第４号、第16号及び第

17号について、一括して採決したいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○田代国広委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外３件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○田代国広委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外３件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○田代国広委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入りますが、委員から何か

ございませんか。 

 

○前川收委員 その他でちょっと言わせてい

ただきたいと思いますけれども、実はさっき

から馬刺の話もありましたが、畜産全般的な

話で、熊本にはすばらしい黒毛和牛、学校給

食にも今回使っていただいてますが、黒毛和

種もありますし、褐毛の和種もあります。畜

産農家の皆さん方は、全国に引けを取らない

技術も含めて、一生懸命生産を頑張っていら

っしゃいます。 

 ところが、安いんですよ、熊本の牛肉は。

なぜかというと、ブランド力がないんです

ね。ブランド力がない。上京は最近できてま

せんが、よく行くと、浜松町の駅には、ミヤ

チクの大きな宮崎牛の看板が出てまして、あ

れを見るたびに、ああ熊本はって、いつも私

は思ってますが、それはあそこだけに限ら

ず、非常に宮崎とか佐賀は、そういった県産

牛をしっかり統一ブランドにして売り込むと

いうことを頑張ってらっしゃいます。 

 ところが、熊本は、牛の質では負けてない

ですよ、牛肉の質では一切負けてない。で

も、そのブランド力がないから、市場におい

ては、大体キロ100円、同じ品質でもキロ100

円、安いです。熊本の肉のほうが安い。これ

は、生産者の努力じゃないんですよ、もう。

やっぱり政治的にちゃんと守っていかなきゃ

いけない、損をさせてはならないというふう
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に私は思ってまして、なぜそれができないか

は、もう皆さんが御存じのとおりでありまし

て、生産団体がいろいろあって、畜連はあ

る、それから経済連はある、それから民間の

大規模な畜産業者の方も頑張ってらっしゃい

ます。それぞれに系統が違うわけであって、

その系統をしっかりまとめていくということ

がなかなかできないのが、長年の熊本の現状

でありました。 

 以前、田代委員長が、熊本で畜産オリンピ

ック、４年に１回、大共進会、全国共進会を

熊本に誘致しましょうという話をして、10年

後を目指すというのを蒲島知事が答えたこと

を私は覚えてますし、委員長も覚えてらっし

ゃると思いますが、現状から言うと、それを

目指せる環境にはまだなってないというの

は、畜産課長、よく御存じのとおりでありま

す。 

 それはなぜですかと言われると、いわゆる

組織団体が──団体を潰して一緒にしろと

か、そういう乱暴なことを私言うつもりはな

いんだけれども、やっぱり統一ブランドすら

できてないという状況がある中で、その大共

進会を、全国共進会を誘致できないという環

境にあると。 

 全国共進会が誘致できないから云々という

ことじゃないけれども、それ以上に、しっか

り頑張って作られたいい牛肉が他県産よりも

安いという話を聞いて、これはやっぱり何と

かせないかぬというふうに思ってました。 

 その何とかする手法は、団体が幾つかあっ

て、この人たちが一緒にまとまればよくなる

よというのがもう分かってるでしょう。それ

の真ん中に立つ人が必要なんですね。つま

り、経済連にも畜連にも、それからそれぞれ

の企業、畜産家の皆さん方にも、公平な立場

でしっかりその真ん中に立って──皆さんも

分かってるんですね。その統一ブランドをつ

くったがいいというのは。そちらの方も分か

ってる。ただ、何が弊害なのか、その弊害は

どうやったら乗り越えられるのか、そういっ

たことをしっかり分析して、そしてみんなで

努力しましょうという、手を取っていく、そ

ういったところがないんですね。それをやっ

ぱりもう県でやるしかないと私は思ってまし

て、ぜひ県が、なぜできないのかの状況分

析、今の原因分析をしっかりやっていただい

て、それはどうやれば改善できるのかという

こともしっかり分析してもらいたいと思って

ます。 

 私は、経済連の系統のが、どれが正しいと

かなんとかとは言わないんですけれども、そ

の話をずっとするときの前提として、何を餌

に食わせたからいい肉だということにこだわ

ったら、統一ブランドは熊本ではできないと

思います。何が餌だからこうなったじゃなく

て、肉質そのものを、こういう肉ができた

と、その肉質そのものを基準として熊本の統

一ブランドという形をつくれば、できないこ

とはないだろうと思います。餌から、あれを

食わせろ、これを食わせろと言い出したら、

絶対まとまらないですから、そこまで言う必

要はない。でも、ちゃんとした肉質を維持す

るということを、基準をつくって頑張ってい

けば、何とかなるんじゃないかなというふう

に思ってますが、部長もしくは畜産課長、お

答えをいただければと思います。 

 

○竹内農林水産部長 委員おっしゃるとお

り、今が、逆に申しますと、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で、先ほどからお話出てま

すように、牛肉というのが非常に価格も低下

しております。本県、全国第４位の肉用牛の

生産地ということもございますので、これか

らまさに反転攻勢の時期目がけて、本県産の

牛肉を積極的に売り込んでいく必要がある時

期かなと。こういった思いは、恐らく畜産に

携わられる農業団体とかあるいは流通の関係

者の方も一緒なのかなと思っております。 

 くまもとあか牛につきましては、ある程
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度、くまもとあか牛ということで、ＧＩも一

昨年取ってるような状況がございますし、こ

ういった統一的な名称で全国展開できるよう

に、農業団体、それから流通業者、それから

県で構成いたします県産牛肉の消費拡大推進

協議会というのがございます。ここで、そう

いった、今委員からございました課題等を洗

い出して、何とか今年度中に取組方針とか今

後の反転攻勢時期にどういうふうに進めてい

くかというのを決めまして、熊本黒毛和牛と

いう何か統一のブランドでＰＲが展開できれ

ばいいなと。その中にあって、県は中心的に

調整等行っていきたいというふうに思ってま

す。 

 また、先ほど共進会のお話ございましたけ

れども、今のところ、２年後、令和４年に鹿

児島で共進会ございます。こういったところ

で上位入賞を目指すのと併せて、その手前で

熊本の黒牛というのを浸透させることで、一

気に熊本の黒毛和牛をブランド化して全国に

展開できるようになればというふうに、ちょ

っと高い目標を持ちながら、関係団体と一緒

になってしっかり取り組んでいきたいと思っ

ております。 

 

○前川收委員 すばらしい前向きな御答弁を

いただきありがとうございました。 

 熊本の黒毛和種のいい肉は何ですかと聞か

れたら、和王があります、藤彩牛がありま

す、何とか牛があります……(｢味彩もある

ど」と呼ぶ者あり)味彩牛とか、黒樺牛、と

にかく幾つも言わなきゃいけないって、それ

がないんですよ、宮崎は。鹿児島もほとんど

ないですね、そういうのが。せっかくそれぞ

れいい肉を作ってるんですよ、私は絶対負け

ないと思ってます、作られている肉の質は。 

 ただ、残念ながら、その熊本の黒毛和種の

最高級はこれですというのが統一されてない

じゃないですか。それが、本当、最大の弱点

で、それをみんなでやるというのは、そんな

に難しい話じゃないと思ってますから、ぜ

ひ、今年度中にはという部長のお話がありま

したので、今年度中、方針をまとめるじゃな

くて、今年度中にはその統一ブランドを作る

というぐらいの意気込みで、多分おっしゃっ

たように、コロナの今の反転攻勢というのは

逆手にとればいいんだと思います。みんな困

っているんですから。弱点が何かも全部分か

ってます。全員分かってます、畜産関係者

は。それでもできないと、できないことがお

かしいと私は思ってますので、ぜひよろしく

お願いします。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 なければ、以上で本日の議題は全て終了い

たしました。 

 最後に、陳情・要望等が２件提出されてお

ります。 

 参考としてお手元に写しを配付しておりま

す。 

 それでは、これをもちまして第３回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

  午前11時51分閉会 
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